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要旨 
本アプリケーションノートでは、SH7269のルネサスシリアルペリフェラルインタフェース（以下、RSPI）

が持つ、スレーブモード機能を使用した送受信方法について説明します。 

 

対象デバイス 
SH7268/SH7269  

 以下総称して、「SH7269」として説明します。 

 
本アプリケーションノートを他のマイコンへ適用する場合、そのマイコンの仕様にあわせて変更し、十分

評価してください。 

R01AN0933JJ0100  Rev.1.00  Page 1 of 16 
2012.02.24  



SH7268/SH7269グループ ルネサスシリアルペリフェラルインタフェース 
スレーブモード送受信例 

R01AN0933JJ0100  Rev.1.00  Page 2 of 16 
2012.02.24  

 

目次 

1. 仕様 .........................................................................................................................................................3 

2. 動作確認条件 ..........................................................................................................................................4 

3. 関連アプリケーションノート .................................................................................................................4 

4. 周辺機能説明 ..........................................................................................................................................5 
4.1 スレーブモードの特徴....................................................................................................................5 
4.2 スレーブモードのインタフェースタイミング ...............................................................................6 

5. ハードウェア説明 ...................................................................................................................................8 
5.1 ハードウェア構成例 .......................................................................................................................8 
5.2 使用端子一覧 ..................................................................................................................................8 

6. ソフトウェア説明 ...................................................................................................................................9 
6.1 動作概要 .........................................................................................................................................9 
6.2 ファイル構成 ..................................................................................................................................9 
6.3 変数一覧 .........................................................................................................................................9 
6.4 関数一覧 .........................................................................................................................................9 
6.5 関数仕様 .......................................................................................................................................10 
6.6 フローチャート.............................................................................................................................12 

6.6.1 メイン処理 ............................................................................................................................12 
6.6.2 RSPIのエラー割り込み.............................................................................................................12 
6.6.3 RSPIの受信バッファフル割り込み...........................................................................................13 
6.6.4 RSPIの送信バッファエンプティ割り込み................................................................................14 
6.6.5 RSPIの初期化 ...........................................................................................................................15 

7. サンプルコード.....................................................................................................................................16 

8. 参考ドキュメント .................................................................................................................................16 

 



SH7268/SH7269グループ ルネサスシリアルペリフェラルインタフェース 
スレーブモード送受信例 

R01AN0933JJ0100  Rev.1.00  Page 3 of 16 
2012.02.24  

 

1. 仕様 
SH7269 の RSPI をスレーブモードに設定し、SPI のマスタデバイスに接続します。マスタから'R'を受信す

ると、マスタへ文字列"Renesas Electronics Corporation"を送信します。SPI の動作モードにはモード 3 を使用
し、送受信およびエラー検出には割り込みを使用します。 

【注】 ソフトウェアで応答するため、転送期間が短いと、スレーブの送信データが間に合わない可能性があ
ります。 

 

表 1.1に使用する周辺機能と用途を示します。また、図 1.1に動作概要を、図 1.2にSPI モード 3 の動作タ
イミングを示します。 

 
表 1.1 使用する周辺機能と用途 

周辺機能 用途 
ルネサスシリアルペリフェラルインタフェース SPI スレーブデバイスとしてのインタフェース 
割り込みコントローラ SPI 通信の送受信およびエラー通知 
 
 

SH7269（スレーブ）

RSPCK1

マスタデバイス

'R'

RSPI
(チャネル1)

SSL10

MOSI1

MISO1

SCLK
(Serial Clock)

SS
(Slave Select)

MOSI
(Master-Out Slave-In)

MISO
(Master-In Slave-Out)

"Renesas Electronics Corporation"

 

図 1.1 動作概要 

 

クロックアイドル時の

状態は 1
SCLK

MOSI（出力）

データサンプル

タイミング

SPIモード3

クロックの立ち上がり

エッジでデータサンプル

クロックの立ち下がり

エッジでデータ出力

SS

MISO（出力）

 

図 1.2 SPI モード 3 の動作タイミング 
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2. 動作確認条件 
本アプリケーションノートのサンプルコードは、下記の条件で動作を確認しています。 

 
表 2.1 動作確認条件 

項目 内容 
使用マイコン SH7269 
動作周波数 • CPU 内部クロック（Iφ）：266.67MHz 

• 内部クロック（Bφ）：133.33MHz 
• 周辺クロック 1（P1φ）：66.67MHz 
• 周辺クロック 0（P0φ）：33.33MHz 
• RSPCK クロック：8.33MHz 

動作電圧 • PVcc：3.3V 
• Vcc：1.25V 

統合開発環境 ルネサス エレクトロニクス製 
High-performance Embedded Workshop Ver.4.07.00 

ルネサス エレクトロニクス製 
SuperH RISC engine ファミリ C/C++コンパイラパッケージ Ver.9.03 
Release02 

C コンパイラ 

コンパイラオプション 
-cpu=sh2afpu -fpu=single -include="$(WORKSPDIR)¥inc" 
-object="$(CONFIGDIR)¥$(FILELEAF).obj" -debug -gbr=auto 
-chgincpath -errorpath -global_volatile=0 -opt_range=all -infinite_loop=0 
-del_vacant_loop=0 -struct_alloc=1 -nologo 

動作モード ブートモード0（CS0空間に接続したバス幅16ビットのメモリからブート）

サンプルコードのバージョン 1.00 
使用ボード ルネサス エレクトロニクス製 

SH7269CPU ボード（型番：R0K572690C000BR） 
使用デバイス SPI マスタデバイス 

メーカー：ルネサス エレクトロニクス 
型名：R5S72643 

 
  

3. 関連アプリケーションノート 
本アプリケーションノートに関連するアプリケーションノートを以下に示します。併せて参照してくださ

い。 

 
• SH7262/SH7264 グループ 初期設定例（RJJ06B0998） 
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4. 周辺機能説明 
RSPI のスレーブモードについて補足します。基本的な内容はユーザーズマニュアルハードウェア編に記載

しています。 

 

4.1 スレーブモードの特徴 
表 4.1にマスタモードとの主な相違点を示します。なお、スレーブモードを使用するための初期設定手順

は、図 6.5 RSPIの初期設定関数に記載していますので、併せて参照してください。 

 

表 4.1 マスタモードとの主な相違点 

スレーブモード 項目 

CPHA ビット = 0 CPHA ビット = 1 

マスタモード 

使用端子の入出力 RSPCK／SSL／MOSI：入力 
MISO：出力 

RSPCK／SSL／MOSI：出力 
MISO：入力 

クロックソース RSPCK 入力 内蔵ボーレートジェネレータ 
最大転送レート ～P1φ/8 ～P1φ/2 
エラー検出 以下のエラー検出が可能 

• オーバランエラー 
• モードフォルトエラー 

なし 

シーケンス制御 なし 
（SPCMD0 のみ使用） 

あり 
（1～4 のシーケンス長から選択可能）

転送起動方法 SSL のアサート RSPCK の 
エッジ入力* 

以下のいずれかにより転送を開始 
• データレジスタ（SPDR）をライト 
• ダミーデータ送信イネーブルビット

（TXDMY ビット）をセット 
バースト転送 不可 可能 可能 
3 線式 SPI 不可（SSL 必須） 可能 可能 
 
【注】 送信 FIFO が空の状態で、転送が開始されると、シフトレジスタの値（前回の受信データ）が送信さ

れます。 
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4.2 スレーブモードのインタフェースタイミング 
図 4.1にスレーブモードのタイミングチャート（SPI モード 3）を示します。SPI モード 3 を使用する場合

は CPOL ビット=1 および CPHA ビット=1 を設定してください。なお、CPHA ビット=1 を設定するため、バー
スト転送も可能です。 

 
表 4.2にスレーブとなる SH7269 のタイミング条件、表 4.3に対向するマスタデバイスのタイミング条件を

示します。双方の条件を満たすことを確認してください。 

 

SSL10
(input)

RSPCK1
(CPOL = 1)

(input)

マスタデバイス
MOSI (output)

MOSI_1
(input)

1 2 3

tLEAD tTDtLAG

tLEAD:master tTD:mastertSPBcyc:master

tSPBcyc

MISO_1
(output)

マスタデバイス
MISO (input)

N

tLAG:master

:master : マスタデバイスのAC特性

tSU tH

tOD:master tOH:master

tOD

tSU:master tH:master

 

図 4.1 スレーブモードのタイミングチャート（SPI モード 3） 
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表 4.2 RSPI（スレーブモード）のタイミング条件 

シンボル 項目 説明 
tLEAD SSL セットアップ 

時間 
SSL のアサートから最初のクロック入力までに必要な時間です。以下の条件を満

たす必要があります。 
t  LEAD:master  ≧ tLEAD (min)

tTD 連続送信遅延時間 SSL のネゲート期間として必要な時間です。以下の条件を満たす必要があります。

tTD:master ≧ tTD (min) 
tSPcyc RSPCK クロック 

サイクル 
対応可能な最小クロックサイクルです。以下の条件を満たす必要があります。 
tSPcyc:master ≧ tSPcyc (min) 

tLAG 

 
SSL ホールド時間 RSPCK の最終エッジから SSL のネゲートまでに必要な時間です。以下の条件を

満たす必要があります。 
tLAG:master + (tSPBcyc:master×1/2) ≧ tLAG (min) 

tSU データ入力 
セットアップ時間 

データ入力に必要なセットアップ時間です。以下の条件を満たす必要があります。

(tSPcyc:master×1/2) - tOD:master(max) ≧ tSU (min)  
tH データ入力 

ホールド時間 
データ入力に必要なホールド時間です。以下の条件を満たす必要があります。 
tOH:master(min) + (tSPcyc:master×1/2) ≧ tH (min) 

 
 

表 4.3 マスタデバイスのタイミング条件 

シンボル 項目 説明 
tSU:master データ入力 

セットアップ時間 
データ入力に必要なセットアップ時間です。以下の条件を満たす必要があります。

(tSPcyc:master×1/2) - tOD(max) ≧ tSU:master (min) 
tH:master データ入力 

ホールド時間 
データ入力に必要なホールド時間です。以下の条件を満たす必要があります。 
tOH(min) + (tSPcyc:master×1/2) ≧ tH:master (min) 
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5. ハードウェア説明 

5.1 ハードウェア構成例 
図 5.1に接続例を示します。 

SH7269

MD_BOOT0

MD_BOOT1

MD_BOOT2

SPIマスタデバイス

PF0/RSPCK1

PF1/SSL10

PF2/MOSI1

PF3/MISO1

3.3V

3.3V

3.3V

3.3V

SCLK

SS#

MOSI

MISO

ブートモード0

 
【注】 "#"は負論理（またはアクティブロー）を示す記号です。 

図 5.1 接続例 

 

5.2 使用端子一覧 
表 5.1に使用端子と機能を示します。 

 
表 5.1 使用端子と機能 

端子名 入出力 内容 
RSPCK1 入力 SPI スレーブデバイスとしてのインタフェース 

（クロック入力） 
SSL10 入力 SPI スレーブデバイスとしてのインタフェース 

（スレーブセレクト入力） 
MOSI1 入力 SPI スレーブデバイスとしてのインタフェース 

（データ入力） 
MISO1 出力 SPI スレーブデバイスとしてのインタフェース 

（データ出力） 
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6. ソフトウェア説明 

6.1 動作概要 
RSPI のチャネル 1 を、SPI モード 3 に対応したスレーブデバイスに設定します。 

受信バッファフル割り込み（SPRI）で、受信データを読み出します。'R'を受信した場合は、送信バッファ
エンプティ割り込み（SPTI）を許可して、文字列"Renesas Electronics Corporation"を送信します。 

通信エラーの検出には、エラー割り込み（SPEI）を使用します。モードフォルトエラーが発生した場合は、
送受信バッファをクリアした後、RSPI モジュールの初期化を行い、転送を再開できる状態にします。なお、
オーバランエラー発生時の受信データは、エラー割り込みではなく、受信バッファフル割り込みで読み出し
ています。 

【注】 ソフトウェアで応答するため、転送期間が短いと、スレーブの送信データが間に合わない可能性があ
ります。 

 

 

6.2 ファイル構成 
表 6.1にサンプルコードで使用するファイルを示します。なお、統合開発環境で自動生成されるファイル

は除きます。 

表 6.1 ファイル構成 

ファイル名 概要 備考 
main.c メイン処理  
rspi_slave.c RSPI（スレーブモード）の初期設定および 

送受信処理 
 

rspi_slave.h rspi_slave.c のインタフェース定義  
 

6.3 変数一覧 
表 6.2にstatic型変数を示します。 

表 6.2 static 型変数 

型 変数名 内容 使用関数 
volatile int32_t tx_start_req 送信開始要求フラグ io_rspi_slave_spri_isr 

io_rspi_slave_spti_isr 
 
 

6.4 関数一覧 
表 6.3に関数を示します。 

表 6.3 関数 

関数名 説明 
main メイン関数 
io_rspi_slave_init RSPI 初期設定（スレーブモード） 
io_rspi_slave_spei_isr RSPI エラー割り込み処理（スレーブモード） 
io_rspi_slave_spri_isr RSPI 受信バッファフル割り込み処理（スレーブモード） 
io_rspi_slave_spti_isr RSPI 送信バッファエンプティ割り込み処理（スレーブモード） 
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6.5 関数仕様 
サンプルコードの関数仕様を示します。 

 
main 

概要  メイン関数 
ヘッダ なし 
宣言 void main(void) 
説明 ルネサスシリアルペリフェラルインタフェース（RSPI）を初期化して、スレーブ動

作を有効にします。送受信およびエラー処理は割り込みで処理します。 
引数 なし  

リターン値 なし 
 
 
io_rspi_slave_init 

概要  RSPI 初期設定（スレーブモード） 
ヘッダ rspi_slave.h、iodefine.h 
宣言 void io_rspi_slave_init(void) 
説明 ルネサスシリアルペリフェラルインタフェース（RSPI）を初期化して, 

スレーブ動作を有効にします。 
引数 なし  

リターン値 なし 
 
 
io_rspi_slave_spei_isr 

概要  RSPI エラー割り込み処理（スレーブモード） 
ヘッダ iodefine.h 
宣言 void io_rspi_slave_spei_isr (void) 
説明 モードフォルトエラーおよびオーバランエラーが発生した際に、本関数が実行されま

す。オーバランエラーが発生した場合、フラグをクリアして処理を終了します。バッ

ファにデータが残るため、できるだけ早くデータを読み出してください。モードフォ

ルトエラーが発生した場合は、データを破棄してモジュールを初期化します。 
引数 なし  

リターン値 なし 
 
 
io_rspi_slave_spri_isr 

概要  RSPI 受信バッファフル割り込み処理（スレーブモード） 
ヘッダ iodefine.h 
宣言 void io_rspi_slave_spri_isr (void) 
説明 受信バッファデータ数トリガ以上のデータを受信したときに本関数が実行されま

す。受信データを 1 バイト読み出し、'R'を受信した場合は、送信開始を要求する変数

をセットし、送信割り込みを許可します。 
引数 なし  

リターン値 なし 
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io_rspi_slave_spti_isr 

概要  RSPI 送信バッファエンプティ割り込み処理（スレーブモード） 
ヘッダ iodefine.h 
宣言 void io_rspi_slave_spti_isr (void) 
説明 送信バッファに格納されたデータが、送信バッファデータ数トリガ以下になったとき

に本関数が実行されます。送信開始要求があれば、送信 FIFO の空き領域に、送信デー

タ（"Renesas Electronics Corporation"）を書き込み、最後に送信割り込みを禁止し

ます。なお、送信 FIFO がフルになった場合は、一旦、処理を終了します。 
引数 なし  

リターン値 なし 
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6.6 フローチャート 

6.6.1 メイン処理 
図 6.1にメインのフローチャートを示します。 

main

RSPIの初期化
io_rspi_slave_init()

 

図 6.1 メイン関数 

 

6.6.2 RSPI のエラー割り込み 
図 6.2にエラー割り込み関数（SPEI）のフローチャートを示します。 

MODFビットをクリア

ステータスレジスタ（SPSR）

SPRFビット ：受信バッファフルフラグ

TENDビット ：送信終了フラグ

SPTEFビット ：送信バッファエンプティフラグ

MODFビット ：モードフォルトエラーフラグ

OVRFビット ：オーバランエラーフラグ

オーバランエラー?

モードフォルトエラー? MODFビット = 0

MODFビット = 1

送受信バッファをリセット

モジュール機能を有効化

OVRFビットをクリア

OVRFビット = 1

OVRFビット = 0

return

io_rspi_slave_spei_isr

バッファコントロールレジスタ（SPBFCR）

TXRSTビット ← 1 ：送信バッファデータリセットを許可

RXRSTビット ← 1 ：受信バッファデータリセットを許可

リセットを解除

制御レジスタ（SPCR）

SPEビット ← 1 ：モジュール機能を有効化

バッファコントロールレジスタ（SPBFCR）

TXRSTビット ← 0 ：送信バッファデータリセットを禁止

RXRSTビット ← 0 ：受信バッファデータリセットを禁止

 

図 6.2 エラー割り込み関数（SPEI） 
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6.6.3 RSPI の受信バッファフル割り込み 
図 6.3に受信バッファフル割り込み関数（SPRI）のフローチャートを示します。 

データコントロールレジスタ（SPDCR）

SPLW[1:0]ビット = B'01 ：SPDRレジスタへ

バイトアクセス

return

io_rspi_slave_spri_isr

アクセスサイズを確認

バイトサイズ

受信データを読み出し

（SPDRレジスタをバイトリード）

ワードまたは

ロングワードサイズ

'R'を受信?

Yes

'R'以外を受信

送信バッファエンプティ

割り込みを許可

送信開始要求を変数に設定

 

図 6.3 受信バッファフル割り込み関数（SPRI） 
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6.6.4 RSPI の送信バッファエンプティ割り込み 
図 6.4に送信バッファエンプティ割り込み関数（SPTI）のフローチャートを示します。 

io_rspi_slave_spti_isr

アクセスサイズを確認

バイトサイズ

送信データを書き込み

（SPDRレジスタにバイトライト）

ワードまたは

ロングワードサイズ

書き込み途中?

書き込み途中

書き込み完了状態

送信データの参照位置を更新

送信バッファエンプティ

割り込みを禁止

送信データの参照位置を初期化

送信FIFOに空きあり?

空きあり

送信FIFOフル

return

送信開始要求あり?

送信開始を要求する変数をクリア

送信要求なし

送信要求あり

 

図 6.4 送信バッファエンプティ割り込み関数（SPTI） 
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6.6.5 RSPI の初期化 
図 6.5にRSPIの初期設定関数のフローチャートを示します。 

io_rspi_slave_init

端子機能を設定

return

PFCR0レジスタ

PF3MDビット ← 3 ：PF3をMISO1機能に設定

PF2MDビット ← 3 ：PF2をMOSI1機能に設定

PF1MDビット ← 3 ：PF1をSSL10機能に設定

PF0MDビット ← 3 ：PF0をRSPCK1機能に設定

モジュールにクロックを供給 STBCR5レジスタ

MSTP50ビット ← 0 ：RSPIのチャネル1にクロックを供給

RSPIの転送動作を停止
制御レジスタ（SPCR） ← H'00

SPEビット = 0 ：モジュール機能を無効化

SPCRレジスタ ← H'D4
SPRIEビット = 1 ：受信割り込みを許可

SPEビット = 1 ：モジュール機能を有効化

SPTIEビット = 0 ：送信割り込みを禁止

SPEIEビット =1 ：エラー割り込みを許可

MSTRビット = 0 ：スレーブモードに設定

MODFENビット = 1 ：モードフォルトエラーを検出する

制御レジスタ（SPCR）を設定

SPPCRレジスタ ← H'00
SPLPビット = 0 ：ループバックをしない

スレーブセレクト極性レジスタ

（SSLP）を設定

SSLPレジスタ ← H'00
SSL0Pビット = 0 ：SSL信号をLowアクティブに設定

データコントロールレジスタ

（SPDCR）を設定

SPDCRレジスタ ← H'20
SPLW1ビット = 1 ：SPDRレジスタはバイト幅でアクセス

コマンドレジスタ

（SPCMD0）を設定

SPCMD0レジスタ ← H'0703
SCKDENビット = 0 ： (スレーブの場合は0を設定）

SLNDENビット = 0 ： (スレーブの場合は0を設定）

SPNDENビット = 0 ： (スレーブの場合は0を設定）

LSBFビット = 0 ：MSBファースト

SPBビット = 7 ：データ長は8ビット

SSLKPビット = 0 ： (スレーブの場合は0を設定）

CPOLビット = 1 ：RSPCKのアイドル状態を1に設定

CPHAビット = 1 ：奇数エッジでデータ変化、

偶数エッジでデータサンプル

端子制御レジスタ

（SPPCR）を設定

送受信バッファをリセット バッファコントロールレジスタ（SPBFCR） ← H'C0
TXRSTビット = 1 ：送信バッファリセット

RXRSTビット = 1 ：受信バッファリセット

バッファコントロールレジスタ

（SPBFCR）を設定

SPBFCRレジスタ ← H'20
TXRSTビット = 0 ：送信バッファリセット禁止

RXRSTビット = 0 ：受信バッファリセット禁止

TXTRGビット = 2 ：4バイト以上の空きでSPTEFビットをセット

RXTRGビット = 0 ：1バイト以上の受信でSPRFビットをセット

IPR23レジスタ

[13:8]ビット ← 1 ：RSPIチャネル1の割り込み優先レベルを

1 に設定（割り込み許可）

割り込み優先レベル設定レジスタ23
（IPR23）を設定

 

図 6.5 RSPI の初期設定関数 
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7. サンプルコード 
サンプルコードは、ルネサス エレクトロニクスホームページから入手してください。 
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製品ご使用上の注意事項 
ここでは、マイコン製品全体に適用する「使用上の注意事項」について説明します。個別の使用上の注意

事項については、本文を参照してください。なお、本マニュアルの本文と異なる記載がある場合は、本文の

記載が優先するものとします。 
 

1. 未使用端子の処理 

【注意】未使用端子は、本文の「未使用端子の処理」に従って処理してください。 

CMOS製品の入力端子のインピーダンスは、一般に、ハイインピーダンスとなっています。未使用端子

を開放状態で動作させると、誘導現象により、LSI周辺のノイズが印加され、LSI内部で貫通電流が流れ

たり、入力信号と認識されて誤動作を起こす恐れがあります。未使用端子は、本文「未使用端子の処理」

で説明する指示に従い処理してください。 

2. 電源投入時の処置 

【注意】電源投入時は，製品の状態は不定です。 

電源投入時には、LSIの内部回路の状態は不確定であり、レジスタの設定や各端子の状態は不定です。 

外部リセット端子でリセットする製品の場合、電源投入からリセットが有効になるまでの期間、端子の

状態は保証できません。 

同様に、内蔵パワーオンリセット機能を使用してリセットする製品の場合、電源投入からリセットのか

かる一定電圧に達するまでの期間、端子の状態は保証できません。 

3. リザーブアドレスのアクセス禁止 

【注意】リザーブアドレスのアクセスを禁止します。 

アドレス領域には、将来の機能拡張用に割り付けられているリザーブアドレスがあります。これらのア

ドレスをアクセスしたときの動作については、保証できませんので、アクセスしないようにしてくださ

い。 

4. クロックについて 

【注意】リセット時は、クロックが安定した後、リセットを解除してください。 

プログラム実行中のクロック切り替え時は、切り替え先クロックが安定した後に切り替えてください。 

リセット時、外部発振子（または外部発振回路）を用いたクロックで動作を開始するシステムでは、ク

ロックが十分安定した後、リセットを解除してください。また、プログラムの途中で外部発振子（また

は外部発振回路）を用いたクロックに切り替える場合は、切り替え先のクロックが十分安定してから切

り替えてください。 

5. 製品間の相違について 

【注意】型名の異なる製品に変更する場合は、事前に問題ないことをご確認下さい。 

同じグループのマイコンでも型名が違うと、内部メモリ、レイアウトパターンの相違などにより、特性

が異なる場合があります。型名の異なる製品に変更する場合は、製品型名ごとにシステム評価試験を実

施してください。 
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